
小学校 国語

＜目指す姿＞

教科目標

国語を適切に表現し正確に理解する能力を育成し，伝え合う力を高めるとともに，思考力や想像

力及び言語感覚を養い，国語に対する関心を深め国語を尊重する態度を育てる。

言語活動の充実
基礎的・基本的な知識・技能を活用して課題を探究することのできる国語の能力を身

に付けることに資するよう，実生活の様々な場面における言語活動を具体的に取り入れ
た学習活動

思考 発信 交流 再考 発信

考えをもつ 表現する 交流し，再考する

文章の内容をとらえ，目的や
必要に応じて要約したり，自分
の考えをまとめたりする。

文種に応じた書き方を知り，
構成を考えて書く。

相手に応じて分かりやすく話
す。

これまでの学習活動や言語活

動を振り返る。

登場人物の心情や筆者の伝え

たいことなどを，言葉を手がか

りに推察する。

尋ねたり，応答したりしなが

ら，考えを深めたり，新たな考

えを生み出したりする。

学習したことを基に，自分の

考えをまとめる。

報道スタッフが番組作りの過

程で感じている驚き，疑問及び

願いについて，12 段落を中心

に読み取り，自分の考えをもつ。

＜十分満足＞
番組を作っている人の考えや願

いを１２段落と文章全体の表現と
を関連させながら読み取る。
＜おおむね満足＞

１２段落の役割に気付き，筆者
が本文全体を通して伝えたかった
ことについて読み取る。
<努力を要する状況の手だて>

１２段落の文章が前の段落に対
応していることを気付かせる。

１２段落が，番組作りの必要な
過程がまとめられている段落であ
ることをとらえ，本文全体を通し
て筆者が伝えたかったことについ
て考える姿。

本文全体を読み，叙述を手が
かりにして，番組を作っている
人の願いを自分なりに考えて表
現する姿。

ニュースの作り手の立場から
自分の考えをもち，意見交流を
通して「工夫して発信しよう」
の学習に生かそうとする姿。

＜十分満足＞
叙述を基に，自分の問題として

とらえ，主体的に行動してほしい
という願いについて書いている。
＜おおむね満足＞

読み取ったことを生かし，番組
を作っている人の願いについて，
自分の考えを書いている。
<努力を要する状況の手だて>

本文を再読させ，「知ってほし
いこと」を確認させる。

＜十分満足＞
次の学習に向けた自分の考え

や目標を，これまでの学習を振り
返り，具体的に書いている。
＜おおむね満足＞
読み取ったことを基に，次の学

習にどのように生かすか自分の
考えを書いている。
<努力を要する状況の手だて>

板書や発表を振り返らせ，番
組の作り手として大切なことを
考えさせる。

書いた文章を読み合ったり，

これまで学習したことを基にし

たりしながら，今後の番組作り

にどのように生かしていくか

「振り返り」を書く。

単元における指導例 【単元名】 目的に応じた伝え方を考えよう 第 5学年

報道スタッフが，知って考え

てほしいと願っていることにつ

いて，自分の考えを書く。



中学校 国語

＜目指す姿＞

教科目標

国語を適切に表現し正確に理解する能力を育成し，伝え合う力を高めるとともに，思考力や

想像力を養い言語感覚を豊かにし，国語に対する認識を深め国語を尊重する態度を育てる。

言語活動の充実
基礎的・基本的な知識・技能を活用して課題を探究することのできる国語の能力

を身に付けることができるよう，社会生活に必要とされる発表，案内，報告，編集，
鑑賞，批評などの言語活動を取り入れた学習活動

思考 発信 交流 再考 発信

考えをもつ 表現する 交流し，再考する

説明や評論などの文章の内容

や表現の仕方について，自分の

考えを述べたり，学んだ工夫を

活用して文章を書いたりする。

課題に対して文章中の表現を

根拠に自分の考えをまとめる。

調べて分かったことなどに基

づく説明，発表，報告等を聞い

て質問や意見を考える。

課題に対してまとめた考えを

交流し，自他の意見の相違点等

を整理したり，助言を基に考え

を深めたり広げたりする。

筆者の考えを進める上での工

夫について，18 段落を中心に

読み解き，自分の考えをまとめ

る。

＜十分満足＞
18 段落における例の役割など

を的確に読み取り，論証の仕方か
ら筆者の表現の意図について考
え書きまとめている。
＜おおむね満足＞

例の挙げ方など筆者が考えを
進める上でどのような工夫をし
ているかを書きまとめている。
<努力を要する状況の手だて>

14 段落における漁師の例の役
割を参考にさせる。問題提起や順
序性を表す表現等に着目させる。

筆者の論理の展開の仕方に着
目し，例示の仕方や考察の進め方
に表れている筆者の意図につい
て自分なりの考えをまとめる姿。

筆者の論理展開の仕方を生
かし，多様な考えができる事柄
について，立場を決め論理的な
文章を書く姿。

相手の立場や考えを尊重し，
互いの論理の展開の仕方がど
う生かされたかを検討して，自
分の考えを深める姿。

＜十分満足＞
類似の例や根拠を補強する例

を挙げて説得力のある文章を書
いている。
＜おおむね満足＞

説明をするときに書き手の意
図を分かりやすく表現する言葉
を適切に使い，説得力のある文
章を書いている。
<努力を要する状況の手だて>

文章の構成を見直したり，意
見にふさわしい説明や具体例を
加えさせたりする。

＜十分満足＞
例の挙げ方を始め，筆者の論

証の工夫を活用して書いた文章
のよさを積極的に見つけ，自分
の表現を練り直している。
＜おおむね満足＞

筆者の論証の工夫を参考にし
た部分について意見を述べたり
助言をしたりしている。
<努力を要する状況の手だて>

条件に合っていると思う表現
にサイドラインを引き，それを
基によさを指摘させる。

書いた文章を互いに読み合

い，筆者の工夫を参考にした部

分などについて話し合い，検討

する。

単元における指導例 【単元名】 論理をとらえよう 学習材「考えるイルカ」第 2学年

筆者の説明の仕方や文章の構

成の仕方を生かして，課題作文

を書く。


